
- 4 -

上

の

空

。

バ

レ

バ

レ

だ

。

朝

か

ら

ず

っ

と

、

真

っ

赤

に

染

ま

っ

た

先

輩

の

白

シ

ャ

ツ

が

、

そ

の

手

元

か

ら

滑

り

落

ち

た

フ

ル

ー

ト

が

、

脳

裏

に

こ

び

り

つ

い

た

ま

ま

だ

。

先

生

は

吹

奏

楽

部

の

顧

問

を

し

て

い

る

。

だ

か

ら

知

っ

て

い

る

。

私

の

こ

と

も

、

先

輩

の

こ

と

も

、

今

日

と

い

う

日

が

、

ど

ん

な

日

か

も

･
･
･
･
･
･

」

Ｓ

Ｅ

授

業

の

終

わ

り

を

告

げ

る

チ

ャ

イ

ム

恭

子

「

ね

ぇ

、

で

る

っ

て

よ

」

里

美

「

絶

対

ウ

ソ

。

あ

り

え

ん

で

し

ょ

」

千

歌

「

な

に

？

な

ん

の

話

？

」

恭

子

「

鬼

火

が

で

た

の

」

千

歌

「

鬼

火

？

」

恭

子

「

火

の

玉

。

濃

尾

大

橋

の

堤

防

で

さ

、

目

撃

者

多

数

。

う

ち

の

弟

も

そ

の

一

人

。

部

活

の

帰

り

に

み

た

っ

て

」

里

美

「

あ

の

ね

ぇ

、

火

の

玉

な

ん

て

原

理

は

雷

と

一

緒

ッ

。

雨

雲

と

地

表

の

間

に

た

ま

っ

た

静

電

気

が
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･
･
･
･
･
･

」

恭

子

「

遮

っ

て

）

な

ん

で

も

科

学

で

説

明

で

き

る

（

と

思

う

な

よ

」

里

美

「

で

き

る

し

。

森

羅

万

象

す

べ

て

説

明

つ

く

」

恭

子

「

呆

れ

て

）

さ

す

が

の

科

学

部

。

里

美

の

頭

（

ん

中

、

数

式

で

出

来

て

ん

じ

ゃ

な

い

？

」

里

美

「

む

し

ろ

褒

め

言

葉

に

聞

こ

え

る

ぞ

」

千

歌

「

よ

し

な

っ

て

（

恭

子

に

）

ホ

ン

ト

に

で

た

。

の

？

」

恭

子

「

知

っ

て

る

？

濃

尾

大

橋

が

完

成

し

た

の

は

昭

和

三

一

年

な

ん

だ

け

ど

、

工

事

中

に

、

三

人

亡

く

な

っ

た

ん

だ

っ

て

」

里

美

「

そ

の

幽

霊

が

出

た

と

？

今

頃

に

な

っ

て

？

こ

っ

ち

が

数

式

な

ら

、

恭

子

の

頭

ん

中

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

だ

わ

」

「

。

、

恭

子

そ

う

や

っ

て

話

を

す

り

替

え

る

ホ

ン

ト

は

怖

い

ん

で

し

ょ

？

」

里

美

「

ン

な

わ

け

あ

る

か

。

非

科

学

的

だ

し

」

恭

子

「

じ

ゃ

今

夜

、

肝

試

し

し

な

い

？

尾

張

一

宮

鬼

火

捜

索

隊

、

結

成

ぃ

！

」
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里

美

「

バ

カ

バ

カ

し

い

」

恭

子

「

怖

い

ん

だ

？

」

里

美

「

上

靴

で

殴

ら

れ

た

い

？

」

千

歌

「

私

は

な

ん

か

、

気

に

な

る

な

･
･
･
･
･
･

」

里

美

「

気

に

な

る

？

」

恭

子

「

だ

よ

ね

ぇ

、

気

に

な

る

よ

ね

ぇ

」

千

歌

（

Ｍ

「

私

は

思

い

出

す

。

亡

く

な

っ

た

お

婆

）

ち

ゃ

ん

が

言

っ

て

た

･
･
･
･
･
･

鬼

火

は

、

な

に

か

伝

、

」

え

た

い

こ

と

が

あ

る

と

き

に

で

る

っ

て

･
･
･
･
･
･

Ｓ

Ｅ

夜

風

千

歌

（

Ｍ

「

私

た

ち

は

夜

八

時

、

金

刀

比

羅

神

社

）

こ

と

ひ

ら

前

で

集

ま

る

と

、

懐

中

電

灯

片

手

に

木

曽

川

の

河

川

敷

へ

降

り

て

い

く

。

秋

の

夜

風

が

ひ

ん

や

り

し

て

、

首

筋

が

震

え

る

」

里

美

「

ホ

ン

）

ッ

と

に

も

ぅ

、

で

る

わ

け

な

い

で

（

し

ょ

･
･
･
･
･
･

で

た

ぁ

あ

あ

あ

あ

！

（

叫

ぶ

」
）

千

歌

「

え

？

」

恭

子

「

マ

ジ

か

（

茫

然

」
）
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千

歌

（

Ｍ

「

川

の

流

れ

に

沿

う

よ

う

に

、

ゆ

ら

ゆ

）

ら

と

、

ま

さ

か

の

鬼

火

が

漂

っ

て

い

た

。

握

り

拳

く

ら

い

の

大

き

さ

で

、

青

白

い

･
･
･
･
･
･

」

里

美

「

ぎ

ょ

え

え

え

え

え

！

」

恭

子

「

ち

ょ

っ

と

里

美

、

逃

げ

ん

な

！

お

得

意

の

科

学

は

ど

こ

い

っ

た

！

」

千

歌

（

Ｍ

「

鬼

火

が

、

向

き

を

変

え

る

」

）

恭

子

「

う

わ

ッ

、

こ

っ

ち

来

る

し

。

千

歌

、

な

に

突

っ

立

っ

て

ん

の

！

」

千

歌

（

Ｍ

「

恭

子

に

腕

を

引

っ

張

ら

れ

る

。

そ

う

）

だ

、

離

れ

な

き

ゃ

、

と

思

う

」

恭

子

「

ガ

チ

超

常

現

象

だ

わ

。

テ

レ

ビ

局

に

電

話

し

。

、

、

」

よ

て

い

う

か

ス

マ

ホ

ス

マ

ホ

撮

ら

な

き

ゃ

千

歌

「

キ

ャ

ッ

！

」

恭

子

「

な

に

ス

ッ

転

ん

で

ん

の

！

」

（

）
「

、

、

千

歌

Ｍ

振

り

向

く

と

も

う

目

と

鼻

の

先

に

鬼

火

が

い

た

。

で

も

怖

く

な

い

。

な

ぜ

だ

ろ

う

、

私

を

こ

こ

で

待

っ

て

て

く

れ

た

よ

う

な

、

そ

ん

な

気

さ

え

す

る

の

だ

」

恭

子

「

う

そ

、

千

歌

ぁ

あ

あ

！

」


